
八戸学院大学ラグビー部 

 
みんなの学び場 

放課後ﾀｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ教室 



事業概要 



・青森県は共働き率が49.9％と高く、市内においても

放課後を仲良しクラブや児童館で過ごす児童が多
い 

 

・習い事をさせたいと思っても１か月あたりの月謝も高
く週に１回で精一杯という家庭も多い 

 

・現在の小学生は公園でゲームをしたりするなど、外
で体を動かして遊ぶ機会が減ってきている 

 

 



・放課後を楽しく過ごす場を提供する 

 
 

・運動能力の向上や基礎体力の構築を図る 

 
 

・子供たちにたくさんのことが体験できる機会を提供す
るYELPOとの協働によりタグラグビー教室等を開催 



事業対象者 
 



・八戸市内の小学校に通う小学生
やその兄弟達を対象に、
YELPOとの協働により子供たち

にたくさんのことが体験できる
「みんなの学び場」を主に白銀南
公民館にて開催 

 



事業場所・参加者数 



・白銀南公民館  平均5名×29回 

・下長公民館   １５名 

・白銀南小学校  １２０名（アンケート実施） 

・西園小学校   ８６名（アンケート実施） 

・根城小学校   平均90名×６回 

・南売市保育園  60名 

 

合計（延べ）  約1000名 
 

指導対象者数（延べ人数） 



タグラグビー教室 













事業成果 



・運動能力向上 
 

 

・自主性が生まれた 
 

 

・学生の地域貢献に対する意
識の醸成 



改善・感想 



・練習内容の改善 
 

・様々な小学校や幼稚園でﾀ
ｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ教室を開催する 




